
 

 

令和元年 10 月 30 日 

報道機関 各位 
 
                         熊本大学 
 

【プレスリリースのご案内】 
 

熊本大学埋蔵文化財調査センター特別展示 2019 

『黒髪のむかし展』の開催について 
 

 熊本市内外に所在する熊本大学の各キャンパスの多くは、遺跡の上に立地

しています。1994年以降、校舎やインフラなどの整備・改修工事に先立ち発

掘調査を実施しており、本年度で25年の節目になります。  

 本年度は、熊本大学黒髪キャンパスの発掘調査で出土した遺物や調査結果

を公開する特別展示2019『黒髪のむかし展』を下記のとおり開催いたします。

展示をご覧頂くことで、熊本市内の歴史と埋蔵文化財に、関心とご理解を頂

ければ幸いと存じます。つきましては、一般の方々へのご周知をお願いいた

します。 

 

 

記 

  

熊本大学埋蔵文化財調査センター特別展示2019 

『黒髪のむかし展』 

 

＊開催期間：令和元年11月1日（金）～令和２年4月30日（木） 

      開館時間 9：00～17：00 

      ※土日・祝日、年末年始（12月28日～1月3日）はお休み  

 

＊会  場：熊本大学埋蔵文化財調査センター  １階 展示室 ※入場無料 

      （熊本大学黒髪南地区）  

      ・駐車場はありますが、混雑する場合もございますのでなるべく公共

交通機関をご利用ください。  

 

＊期間中の11月8日（金）AM10:00～11:00に、調査員による説明会を行います。 

 

 

 

 



（展示概要） 

 熊本大学黒髪キャンパスは黒髪町遺跡群に含まれており、県下有数の遺跡として

知られています。熊本大学埋蔵文化財調査センターでは、1994年よりキャンパスの

発掘調査を実施しており、縄文時代から近代にかけての重要な調査成果を得ること

ができました。 

黒髪キャンパスでは、墓に埋葬された縄文人骨や、出水
い ず み

式や御手洗
み た ら い

Ａ式古段階と

呼ばれる縄文土器が見つかりました。調査成果から白川の河岸段丘上に営まれた縄

文時代後期（約4,000年前）の集落の存在が想定されました。また、奈良・平安時

代の大宰府
だ ざ い ふ

に繋がる道路遺構の痕跡や、古代の駅屋
う ま や

である「蚕
こ

養
かい

駅
えき

」に関連すると

思われる遺構も確認されています。このほか、明治・大正期の煉瓦建築や熊本監獄・

刑務所の墓地など近代の遺構の調査も実施しています。 

本展示では、これらの調査成果を縄文時代、奈良・平安時代、近代の３つのブー

スに分けて展示しています。黒髪キャンパスから出土した81点の出土遺物や、模型

やイラストなどを用いて、発掘調査によって判明した黒髪の歴史を分かりやすく解

説しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問合せ先＞  

熊本大学埋蔵文化財調査センター  

担当：山野ケン陽次郎・大坪志子 

T E L： 096-342-3832 

E-mail： maibun@jimu.kumamoto-u.ac.jp 

 

縄文土器の展示  奈良・平安時代の遺物展示  

近代の煉瓦と煉瓦模型展示  






